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■ 鈴木真主任司祭主日ミサ説教
2024年１月28日　年間第４主日　B年
マルコ福音書　１章21 ～ 28節

　福音書には、イエスが〈汚れた霊を追い出す〉シー
ンがよく出てきます。共通しているのは、必ず〈汚
れた霊〉の方から反応する、ということです。しかも、
きょうの箇所のようにイエスの紹介までしてくれ
る。これは当時の悪魔祓いの形式でもあるそうで、
相手の名前を正確に言うことで、相手の力をそぐ、
というものだそうですが…。
　わたしがいつも感じるのは、福音が示される時、
必ずそれに反する要素が明らかにされる、というこ
とです。神さまの目から見て何が正しいのか、正し
くないのか。わたしたちは、この世の価値観の中で、
多分に「グレー」な部分をゆるしているように思い
ます。「まぁ、そこはいいじゃないですか」といっ
たように。でも神さまから見ると、「グレー」はあ
り得ないのですね。白か黒か、どちらか。あるいは、
わたしたちは「わかってはいるけど…」と済ますこ
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とも多いですが、これも神さまからすれば「わかっ
ているならやりなさい」ということになるのでしょ
う。ポイントは、それがすべて神さまの愛、つまり
誰かの救いにつながっている、ということです。
　ヘブライ書の４章に、次のような言葉があります。

「神の言葉は生きており、力を発揮し、どんな諸刃
の剣よりも鋭く、精神と霊、関節と骨髄とを切り離
すほどに刺し通して、心の思いや考えを見分けるこ
とができる」
　神さまからの、そのようなメッセージに頼りたい
と思います。

2024年２月11日　年間第６主日　B年
マルコ福音書　１章40 ～ 45節
　きょうの箇所でポイントになる言葉は、「イエス
が深く憐れんで」と訳されているところです。
　『聖書と典礼』の注書きにもあるように“はらわ
たがゆさぶられるさま”という意味だそうで、この
動詞は基本、イエスか神さまが主語のときだけ使わ
れるものです。つまり、神さまの、一つひとつの命
に対する思いを表現したもの、と言えるでしょう。
　おもしろいと思うのは、聖書の中の言葉は「思い」
と「行動」を表すものがはっきりと分けられている、
ということです。例えば、「愛する（アガパオー）」。
これは思いではなく行動を意味する言葉です。そし
て、原型は「神の愛」。すなわち、「神さまが愛して
くださる」とは、神さまの思いではなく“実際に神さ
まが救いのわざを行われる”ということです。でも、

司式される鈴木師
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そのもとにあるのは、きょうの箇所にあるような神
さまの思い、一つひとつの命をこよなくいつくしむ
思いに裏打ちされている、と言ってもいいでしょう。
　違う言い方をするなら、神さまのそのような思い
に触れるとき、もうすでに神さまに実際に愛されて
いることにも気付く。逆に、神さまの愛に気付かさ
れるとき、その奥にある神さまの思いにも触れるこ
とができる、と言えるのではないでしょうか。
　そして、そのような神さまの思いと愛に包まれて
いることを実感するとき、わたしたちもまた、誰か
を愛そう、と思える。そして、どのような小さなこ
とでも、誰かのために何かをするとき、神さまがそ
れを大きくしてくださる。そのような神さまのわざ
を信じて行動していきたい、と思います。

（撮影：編集部　土方芳人）

■ 教会学校卒業式ミサ
　３月10日（日）、鈴木真神父様司式の「子どもと
ともに、ささげるミサ」の中で、６年生７人の卒業
式を行いました。
　この日の共同祈願は、在校生代表の５年生と卒業
生一人ずつが自分で作ったお祈りをささげました。
在校生は「いつまでも頼りになるお兄さん、お姉さ
んでいてください。神様のお恵みが卒業生の上に降
り注がれますように」と、卒業生は「神様に見守ら
れながら教会学校で過ごせたことを感謝します。教
えていただいたことを忘れずに困難を乗り越えて
いきますので力をお与えください。そして、神様の
優しい心で在校生たちの成長を見守ってください」
と祈りました。
　お説教は『ねことことり』という絵本を題材に、「ど
んなに小さいことでもよいので、人のためにできる
ことをしましょう」とお話がありました。そして、
卒業生に向けて「卒業後も教会に来て、いろいろな
奉仕をしてほしい。みんなで一緒に教会の活動をし
ていきましょう」と呼びかけられました。
　ミサ終了後は、神父様から一人ひとりに卒業証書
と聖書が手渡され、記念撮影で終了しました。
　卒業生の未来が、神様の愛で満たされますように。

卒業生は以下の方々です。　　　　　敬称略
　　　　　　　　　　　　　　　　大橋　彩加
　　マリア・テレジア　　　　　　尾上　麻里奈
　　ソフィア・マリア　　　　　　清水　愛紗
　　ベルナデッタ　　　　　　　　野村　知慧
　　小さき花のテレジア　　　　　細谷　奈穂
　　ヴィクトリオ　　　　　　　　松尾　帝和
　　マリア　　　　　　　　　　　安本　あん

（撮影：教会学校　リーダー　髙橋治子
文：教会学校　リーダー　工藤元子）

■ 第40回横浜教区典礼研修会開催
　新型コロナウイルス感染症により2021年から中断
していた横浜教区典礼研修会が２月12日（月・祝）
に藤沢教会で開催されました。
　参加者は、山手教会の小倉謙教会委員会委員長、
柳川晋一典礼委員会委員長以下12人を含む教区の
すべての県から信徒・司祭・修道者の300人で、聖
堂は埋め尽くされました。
　テーマは「シンボルで味わう典礼・礼拝」、講師は
宮越俊光氏（カトリック中央協議会・日本カトリッ
ク典礼委員会委員）でした。講演は、横浜教区典礼委
員会委員長および戸塚教会の小教区管理者でもあ
る田丸篤師の挨拶に引き続き、午前10時から昼食を
はさんで午後１時半頃まで行われました。氏は東京
音楽大学非常勤講師でもあり、新式文のミサ曲（A・
B・C）作成にかかわっていることから、講演後にミサ
曲Aの指導もありました。最後に、田丸篤師主司式に
よるミサに参加して、午後３時半頃に散会しました。

鈴木真師とともに
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宮越俊光氏の講演（要旨）
１　シンボルとは
　「直接的に知覚できない概念・
意味・価値などを、それを連想
させる具体的な事物や感覚的形
象によって間接的に表現するこ
と。また、その表現に用いられ
たもの。」（『大辞林』「象徴」より）キリスト教を連
想させるシンボルとしては十字架です。宗教におけ
るシンボルとしては、超越的・神秘的な存在からの
働きかけを捉えるために、人間の感覚で理解できる
自然物・図像・身振り・動作などを通して超越的・
神秘的なものを受け止めています。例えば、古い大
きな「神木」、大きな「岩」、山岳信仰の「山」など
です。また作法や動作もそうです。ミサの中で手を
合わせておじぎをしたり、神父様は手を広げてお祈
りをします。聖金曜日だと、ひれ伏します。また、
司祭の祭服、言葉遣いなどです。
２　シンボルとしてのイエス・キリストの生涯

「わたしを見た者は、父を見たのだ」（ヨハネ14・９）
　イエス・キリストを通して父である神の愛と恵み
を知ることができる。神さまは、イエスを通してご
自分がどういう方であるのかをわたしたちに伝え
てくださっています。
３　キリスト教典礼の「ことば」と「しるし」
　キリスト教の典礼（礼拝）を構成する要素として
は、「ことば」の要素とわたしたちの感覚に訴える「し
るし」の要素があります。
　「ことば」だけでは表現しつくせない神秘が「し
るし」の役割です。立つ、座る、おじぎをするなど
の動作・姿勢やミサで使用する祭器具、司祭が身に
着ける祭服、教会の建物、祭壇、聖書朗読台などで
す。「ことば」と「しるし」が作用し合って、典礼
はなりたっています。例えば、洗礼式では「ことば」
と額に水を流しながら儀式を行いますし、病者の塗
油では「ことば」と油を使用して行います。
　「典礼は、霊的なことについての抽象的概念とは
正反対の物をもって行われるのです。それは、例え
ばパン、ぶどう酒、油、水、香、火、灰、岩石、織物、色、
身体、ことば、音、沈黙、動作、空間、動き、行為、

順序、時間、光などです。」（教皇フランシスコ使徒
的書簡『わたしはせつに願っていた』42）
４　シンボルで味わうミサの典礼
①　集まること
　教会（エクレシア）を表すしるしとしての「集会」。

「ミサ、すなわち主の晩餐において、神の民はキリ
ストの代理として司式し、振る舞う司祭とともに、
主の記念、すなわち、感謝のいけにえをささげるた
めに一つに集められる。従って聖なる教会が地域で
集まるとき、「二人または三人が、わたしの名によっ
て集まるところには、わたしもその中にいる」（マ
タイ18・20）というキリストの約束は、みごとに実
現する。十字架のいけにえが、たえずささげられる
ミサの祭儀において、キリストは、ご自分の名のも
とに集う集会のうちに、奉仕者のうちに、ご自分の
ことばのうちに真に現存され、またパンとぶどう酒
の形態のもとに実体的に、継続して現存されるから
である。」（「ローマ・ミサ典礼書の総則」27）
②　動作・姿勢の原則
　司祭・奉仕者・会衆による動作・姿勢の一致。

「…すべての参加者が共通の姿勢を守ることは、聖
なる典礼のために集まったキリスト者共同体の成
員の一致のしるしである。」（「ミサ総則」42）
③　準備
・祭壇布

　「主の記念祭儀に対する尊敬、主の御からだと
御血が授けられる宴に対する尊敬の表明。」

（「ミサ総則」304）
・ろうそく
　崇敬と祭儀の喜びの表明。

　「少なくとも２本、祭儀に応じて４本、６本。教
区司教が司式する場合は７本。祭壇と内陣の構造
を考慮して全体の調和を考慮し、信者の視線をさ
えぎらないように置く。（「ミサ総則」117、307）
・磔刑（たっけい）のキリスト像のついた十字架
「救いをもたらす主の受難を思い起させるしる
し。」（「ミサ総則」308）
・その日の典礼色の祭服
「白・赤・緑・紫・黒」が基本の５色。」

（「ミサ総則」346）
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　この５色に決まっていったのは12世紀以降。
　白：神の栄光、神聖、清浄、喜び
　赤：聖霊、殉教
　緑：希望、成長、生命
　紫：内省、悔い改め、節制、待望
　黒：死、悲しみ
　＜その他の色＞
　ばら色（ピンクの少し濃い色）

　喜びを待望。待降節第３主日と四旬節第４主日
に「ばら色」を用いる伝統が現在も残っている。
・沈黙

　典礼への行動的参加の一つの要素としての聖
なる沈黙。

「…典礼的な沈黙とは、祭儀の行為全体にいのちを
吹き込む聖霊の現存と働きのシンボルなのです。」

（教皇フランシスコ使徒的書簡『わたしはせつに
願っていた』52）
④　開祭
・立つ

　神に心を向ける積極的な心の表明であり、キリス
トの復活の象徴としての姿勢（死に打ち勝った姿勢）。
・入堂行列

会衆の心をその日のミサに導く。
十字架による先導。
・祭壇への表敬

祭壇はイエス・キリストの象徴。
「深い礼と接吻（日本では祭壇に両手で触れて深
く礼をする）によって。」（「ミサ総則」49）
・十字架のしるし

父と子と聖霊である神への信仰の表明。
落ち着いて、ゆっくりといたしましょう。
・司式者によるオランスの姿勢

　両手を広げて祈る姿勢で、集まった人々を代表
して祈る司式者の務めを果たす姿勢であり、すべ
ての人のために祈る教会の姿勢。広げ方の決まり
は無く、「主の祈り」のときは信徒も手を広げて
祈っても良い。
⑤　ことばの典礼
・座る

神のことばやわざを受け止める。

集中と内的な参加の表現。
・朗読台
「神のことばの食卓」（『典礼憲章』51など）。
「聖書朗読、答唱詩編、復活賛歌、説教、共同祈
願の意向を唱えるため。」（「ミサ総則」309）
・福音朗読前の十字架のしるし

司祭（助祭）とともに額・口・胸に十字架のしるし。
「ミサ総則」に意味や目的の説明はなく、慣習と
して。キリストのことばを頭で受け入れ、口で告
げ知らせ、心に保つ、という説明。丁寧に、ゆっ
くり行うこと。意味があり、形だけにしないこと。

⑥　感謝の典礼
・祭壇

　キリストの十字架での「いけにえ」を再現する
場であり、わたしたちがキリストとともに会食を
するテーブル。
・カリスとパテナ

カリスとは、ぶどう酒を入れる杯。
パテナはパンを乗せる器。

「ミサの執行のために特に大切な祭器。」
（「ミサ総則」327）

・聖別されたパンとぶどう酒の高挙
　パテナとカリスを祭壇の上に少し持ち上げる

（供えものの準備）→聖別されたものを会衆に示
す→高く掲げる（奉献文の栄唱）
・パンを裂く

パンを裂くとはミサそのものを現すことば。
「…最後の晩餐でキリストが行われたパンを裂く
動作は、使徒時代には感謝の祭儀全体の名称とな
り、大勢の信者が一つのパン（それは世の救いの
ために死んで復活したキリストである）にともに
あずかることによって、一つのからだになること
を意味している。」（「ミサ総則」83）
・聖体拝領の行列と「アーメン」

　行列に加わるのは、聖別されたパンとぶどう酒
をキリストのからだと血であると信じる者によ
る信仰告白の行為。
　「アーメン」とは、ヘブライ語で「確かに」「そ
うであるように」という賛同の表明（（信仰告白）。
力強く唱えましょう。
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四方を示す羅針盤、ひざまずいて
祈る人、ケルト十字架に輪を組み
合わせて多様性と団結を表す

ラジル）支援」
　これらの団体では、支援を必要としている人々は
多くても、資金的な面からも活動自体が厳しい状況
に置かれている団体が多く見受けられます。この配
布金がそのような団体への一助となり、少しずつで
はありますが、さまざまな場面で活動している団体
を支えていくことができればと願っています。そし
て、これからも教会の皆様と支援団体の皆様をさま
ざまな場面でつないでいく、そのお手伝いができれ
ばと福祉委員会では願っています。具体的には「ミ
ニ福祉イベント」などの、さまざまな機会を通じて、
教会内の、さまざまな組織と協力して、このような
団体やその活動を、教会の皆様に紹介する機会を続
けていきたいと考えております。
　これからも、支援を必要としている多くの方々に
思いをはせながら、祈りと経済的支援と行動での支
援を行っていきたいと思います。これからも皆様に、
私たちのそばで困っておられる方々や、その方々を
支援している方々のことをお伝えできればと思い
ます。今後も更なるご協力をお願いいたします。

（福祉委員会　委員長　大森秀樹）

■ 世界祈祷日
　３月２日（土）横浜地区では、捜真バプテスト教
会で開催され、キリスト教７教派合わせて97人（カ
トリック３人）が参加しました。（３月第１金曜日
との指定だが地域事情によりその前後日でも良い）　
今回のメッセージは、パレスチナからで「あなたが
たに勧めます。……愛をもって互いに忍耐しなさ
い。」（エフェソ４・１～３）。全世界のキリスト者
が同じ式文で祈りをささげますが、式文作成を担当
する国は、数年前に決まっており、パレスチナにつ
いては、昨年10月ガザ地区で戦闘が起き、このまま
の開催で良いのかと、世界祈祷日国際委員会では
検討したそうです。「現地の今の状況は、はるかに
困難で忍耐の限界にあるが、世界中からの祈りで、
わたしたちは安らぐ」との回答を得、“緊急の祈り”
が追加され、予定どおりに行われました。
　メッセージを別の観点から、小野慈美牧師が［特

・会衆の姿勢
座る（供えものの準備）→立つ（奉納祈願から
拝領）→座る（拝領後の感謝・沈黙）→立つ（拝
領祈願）

⑦　閉祭
・派遣

　派遣のことば「行きましょう。主の平和のうち
に」。ミサから一人ひとりが主の平和を担ったも
のとして、平和を実現するために、福音を述べ伝
えるという使命を与えられ、自分のできる範囲で
暮らしの中に派遣されていく。
５　シンボルを理解することの大切さ
　シンボルというものを教会は使ってきたのです
が、うまく理解されずに何か表面的なものだけに
なっているところもあるのではないでしょうか。
　動作にしても形式的、機械的に行うのではなく、
その意味を読み取っていくことが大切です。もう
一度、シンボルが示すものが何であるのか、典礼
の中にたくさんシンボルがあるので、それらから、
わたしたちは何かを学び取っていくことができま
す。普段、あたりまえのように使っているシンボ
ルを、改めて、その意味や歴史を読み取っていく
ことで、新しいことに気づかされることがあると
思います。

（編集部　土方芳人）

■ 福祉支援金配布報告
　感染症の影響が徐々に薄れてきているとはいえ、
チャリティバザーもまだ中止になる状況下ではあ
りましたが、多くの皆様のお祈りとご厚意によっ
て、クリスマス献金なども加え、今年も総額133万
円を2024年度の支援金として、以下の団体にお届け
することとなりました。
　「横浜マック、横浜ダルク、木曜パトロールの会、
ラルシュかなの家、寿高齢者ふれあいホーム木楽な
家、アルコールケアセンターたんぽぽ、神山復生病
院、駿河療養所、女性の家サーラー、インダー、ヌジュ
ミ、横浜教区ステラマリス、寿支援者交流会、横浜
上野町教会フードドライブ、佐々木治夫神父様（ブ
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注のくびき］と題し説教されました。その中で「逸
話ですが、大工としてのイエス様は２頭の牛に付け
るくびき作りの名人で、それは負いやすく・運びや
すく・首を痛めなかった。くびきは①苦難②使命③
共に―を象徴しており、その人にしかできない特注
のくびきが与えられている」との言葉に自分の使命
と、いつのときも横にいてくださるイエス様に思い
を巡らしました。
　パレスチナのシンボルであるオリーブの葉で作っ
たしおりを見るたびに、人々を思ってくださいとの
教会準備委員の心遣いが染み、
世界の平和を心一つにして祈り
ました。来年は山手教会が当番
となっており、皆様の参加と運
営協力をお願いいたします。
※写真は式次第とオリーブの葉で作ったしおり

（ロザリオ会　香川里美）

■ ロザリオ会便り
　新たに受洗された方々が山手教会のお仲間とな
りました。今年の受洗者は16人（女性10人）です。
　その方たちにロザリオ会からお祝いを差し上げま
した。今年は『ちいさなもののいのり』、エリナー・
ファージョンというイギリスの作家の絵本です。彼
女の作品は『ムギと王さま』『マローンおばさん』
など、長い時を経ても広く愛されています。この絵
本は、英語と日本語のバイリンガル表記の神様への
祈りの本です。受洗された中に一人小学生がいます
が、今は小学校でも英語の授業がありますから、この
お祈りを通して英語の勉強にもなると思います。エ
リナー・ファージョンの「Morning has broken」とい
う詩は、キャット・スティーブンスが歌ってヒットし
ましたが、英語圏の礼拝では讃美歌として広く知ら
れています。「朝が来ました。初めての朝のように…」
と一日の始まりは創世記の世界の始まりと同じだと
いう神への賛歌です。受洗された方々すべてのこれ
からの日々が、神様の恵みに満ちたものとなります
ようお祈りいたします。おめでとうございます！

（ロザリオ会　広報　山本　紀志子）

2024年３月度教会委員会議事要約
日時：2024年３月３日（日）午後１時〜２時40分
場所：司祭・信徒館１階「松・竹」

議事内容（議事進行：小倉委員長）
１　主な審議確認検討事案　　　　　※順不同
⑴　カトリック新聞「復活祭号」注文について
● 復活祭号の発注についてクリスマス特集号と同

じ200部の発注でいいか。
● カトリック新聞については、経営的に厳しい状

況が続いていることから現在の週刊でのカト
リック新聞は、2025年３月30日付（4761号）をもっ
て休刊し、インターネットでの発信へと転換す
るとのこと。

【決定事項】
・200部発注の旨、承認する。
⑵　「葬儀のしおり」購入について
● 葬儀参列者用の「葬儀のしおり」の改訂版がオ

リエンス宗教研究所から発行され100部を購入。
【決定事項】
・今後の葬儀への参列者増を見込んで追加で100

部購入する。
⑶　「教会案内」について
● 入信者、転入者に配布する教会案内の冊子につ

いて修正が必要な個所があるため対応されたい。
【決定事項】
・総務と連携し改訂する。
⑷　ホームページ結婚式関係掲載内容について
● 山手教会ホームページの結婚式関係の掲載内容

に関して修正したい。
【決定事項】
・情報システムと連携し改訂する。
⑸　復活祭の警備について
● 復活祭の警備を依頼するか。

【決定事項】
・今年は警備の依頼は行わないこととする。
⑹　聖地のための献金について
● 教区から「聖地のための献金（聖金曜日）のお

願い」という献金の呼びかけが来た。
【決定事項】
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・３月29日（金）の聖金曜日の献金については、
聖地のための献金とする。

⑺　教会ホールのプロジェクター設備設置について
● 教会ホールの舞台上にプロジェクターの投影に

かかる機材一式を設置する方向で検討したい。
【決定事項】
・検討について承認する。
⑻　『新しい「ミサの式次第」と「ミサの賛歌」の
旋律（一般用）』の購入について

●『新しい「ミサの式次第」と「ミサの賛歌」の旋律』
を聖堂会衆席に備えるために購入したい。

【決定事項】
・承認する。400冊購入とする。
⑼　ラーメンサンデーの再開について
● ボーイスカウトから教会ホールにてラーメンサ

ンデーを再開したい旨の承認依頼が届いている。
【決定事項】
・承認する。
⑽　横浜みこころ幼稚園のチャリティバザーにつ
いて

● ボーイスカウトと共催でチャリティバザーを行
う話を進めている。

【決定事項】
・教会としては特に関与しないが、教会ホールを

食事の場として使っていただく。
２　今後の活動、報告事項

【教学より】
● 復活徹夜祭での洗礼は、男性６人（うち外国籍

１人）、女性10人（うち小学６年生1人）となっ
ている。

● 入信志願者のための典礼を３月17日（日）に行う。
【福祉委員会より】

● ミニカフェについての告知を福祉委員会ニュー
スで行う。

【共同宣教司牧サポートチーム神奈川より】
● 共同宣教司牧サポートチーム神奈川の講座を毎

月第３土曜日の午後１時30分から４時まで山手
教会の司祭・信徒館１階「松・竹」で行うこと
となった。
　また、その準備ということで11時から午後１
時30分まで司祭・信徒館２階「梅」を使う。

【ロザリオ会より】
● ３月２日（土）の黙想会は延期となった。３月

16日（土）ダリル師が帰国されたあとに調整する。
● ３月19日（火）の枝洗いについて現在20人の方

が協力を申し出ているがもう少し人手が欲しい。
● ３月31日（日）の復活祭のパーティーは、100人

程度の参加数を見込んで準備する予定。
【典礼委員会について】

● 記念唱（信仰の神秘）、交わりの儀（主の祈り）、
栄唱（キリストによって…）を復活祭後に本格
的に歌い始めることとする。

● 助祭叙階式を４月21日（日）11時30分のミサで
行う。保土ヶ谷教会、二俣川教会からも参加す
ることから教会ホールでのPublic Viewingおよ
びYouTubeの配信を行う。

● 教区発行の会衆用のミサ式次第を会衆席のポ
ケットに備えることとした。

● ５月12日（日）に聖体奉仕者の会合を実施する
予定。聖体拝領を希望するものの教会に来られ
ないという方の情報があれば提供いただきたい。

【福祉委員会より】
● 今年は寿町の夏祭りを開催する方向で検討中。

福祉委員会としてもカレーの炊き出しを行う予
定。日程については決まり次第報告する。

【ICCより】
● Br. Michelの容態は、よくなっている。

【福島やさい畑について】
● ２月25日（日）の福島やさい畑の売り上げは、

245,130円であった。売り上げとは別に募金箱へ
15,000円の寄付があった。
３　主任司祭から
● ２月26日（月）にダリル師のご尊父様が帰天さ

れた。３月16日（土）に帰国の予定。
● ４月１日（月）に横浜教区カトリック学生連盟

の集まりを山手教会で行う。
● バンドの演奏会について６月22日（土）に行う

予定。午後２時に開演、４時には完全撤収する。
４　次回教会委員会

2024年４月７日（日）
午後１時～３時終了予定。

（総務担当　宮　裕一）
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☆表紙のカット（山手教会）は、濱尾文郎枢機卿様の「えはがき」です。

2024年４月・５月主日ミサの聖歌および奉仕者予定表

主　　日
聖　　歌 聖

歌
隊

時　間
奉　　仕　　者

備考
答唱詩編 アレルヤ唱

詠唱 ミサ曲 オルガン 先　唱 聖書朗読

４月７日 復活節第２主日 典87
①②③

典351（続唱）
典264

第2主日

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 太　田 竹之内 新井田 島田（節）
７：30 中　川 石　賀 古谷（信） 二　宮

＊ 11：30 手　塚 山本（紀） 高橋（佳） 寺　本

14日 復活節第３主日 典70
①②④

典264
第3主日AB

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 村　松 齋　藤 小佐井 福田（直）
７：30 太　田 二　宮 大濱（学） 大濱（美）

＊ 11：30 中　川 遠　藤 佐藤（日） 武内（千）

21日 復活節第４主日 典87
①②③

典264
第4主日

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 藤　沼 工藤（元） 飯　塚 志　村
７：30 渡　邊 末　澤 田口（利） 仁井田

＊ 11：30 米　沢 村田（義） 大島（寛） 上田（敏）

28日 復活節第５主日 典32
①②④

典264
第5主日B

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 忠　海 宮（裕） 羽　石 阿部（眞）
７：30 手　塚 亀　井 加藤（正） 山本（真）
11：30 中　川 時　久 小松（美） 荻原（恵）

５月５日 復活節第６主日 典149
①②④

典264
第6主日

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 太　田 竹之内 新井田 島田（節）
７：30 太　田 石　賀 鈴木（幸） 鈴木（由）

＊ 11：30 手　塚 山本（紀） 清水（美） 大澤（弘）

12日 主の昇天
（復活節第７週）

典112
①②③

典266または
264

主の昇天

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 藤　沼 齋　藤 小佐井 福田（直）
７：30 中　川 二　宮 東海林（珠） 時　久

＊ 11：30 佐　藤 遠　藤 石田（明） 中野（説）

19日 聖霊降臨の主日 典69
①②③

典352（続唱）
典266または

264
聖霊降臨

天使ミサ
カ503

前日pm5：00 村　松 工藤（元） 飯　塚 志　村
７：30 渡　邊 末　澤 石川（喜） 工藤（元）

＊ 11：30 米　沢 村田（義） 中川（由） 佐伯（奈）

26日 三位一体の主日 典46
①②⑤

典266
三位一体

ミサ曲A
典605〜9

前日pm5：00 忠　海 宮（裕） 羽　石 阿部（眞）
７：30 手　塚 亀　井 古谷（浩） 藤本（茂）
11：30 中　川 子どもとともに、ささげるミサ

　個人的な印象ですが、シダレザクラは京都より奈良の方がすてきです。撮影した時期は 2021年３月
下旬。奈良のシダレザクラで有名な場所は、奈良公園の氷室神社・春日大社、宇陀市の又兵衛桜、専称寺、
大野寺、吉野山の如意輪寺、室生寺に所属する西光寺などがあります。郊外にある樹齢300年と言わ
れる又兵衛桜は雨あがりの撮影となり、薄日がさし、花びらに残っている雨粒に反射して七色にキラ
キラと光り輝く美しい桜を撮影することができました。樹齢200年の専称寺の桜は小さな寺の中庭に
あり、上部から枝を伸ばして庭全体を覆い、柳のように地面近くまで垂れ下がった無数の枝に、かわ
いらしい薄紅色の小さな花が連続して咲いていました。如意輪寺は吉野山の中千本と呼ばれる山の中
腹にあり、近鉄線「吉野駅」から40分程度山を登った場所にあります。吉野山のヤマザクラは有名で
すが、事前の調査で見ごろには程遠いことは承知していました。しかし、生き物は動植物にかかわら
ず“目立ちたがりや”や“気の早いもの”がおり、吉野の桜も例外ではありませんでした。そのため、
彼らを前景や中景にして、山々を遠景に配置した夕日に輝く吉野の桜を撮影することができました。
雨が降りしきる大野寺のロケーションは最高で、参拝者は小生のみでした。境内には、たくさんのシ
ダレザクラが咲いており、寺、鐘楼、寺と川を挟んで向かい合っている山の岩肌に彫刻された巨大な
弥勒菩薩立像、白い霧がわいている周囲の水墨画のような山々などを画面に入れ、シダレザクラをど
のように配置して作品をつくれば良いか、ワクワクしながら撮影しました。　　　　　　　（土方芳人）

編　集　後　記


